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CO2圧入サイトにおける微小振動観測は、安全な貯留を示す上で重要なモニタリングの1つである。近年、多く
のCO2圧入サイトで微小振動観測が行われている。特に、観測された大量の波形記録から、リアルタイムでイベ
ント（自然地震、微小振動）とノイズを正確に区別して到達時刻を読み取ることにより、信頼性の高い震源決
定を行うが可能となる。 
一般的なイベントのシグナルの検出方法として、波形振幅にしきい値を設定する方法、STA/LTA法（Coppens,
1985）、ARモデルとAICを組み合わせた手法（横田・他、1981）などが挙げられる。これらの手法はS/N比が良
好な波形に対して非常に有効であり、自然地震などの波形処理に用いられている。一方、CO2圧入に伴う微小振
動はマグニチュードが小さく、多くはM0程度かそれ以下である。海域のCO2貯留サイトの場合、海底面に設置さ
れた観測機器のデータはノイズレベルが高いため、ノイズに対してロバストなイベント検出手法が必要とな
る。 
RITEではノイズを適切に処理できて、マグニチュードが小さいイベントをリアルタイムで検出する手法とし
て、忘却型学習アルゴリズム（SDAR: Sequentially Discounting AR learning）を用いた波形処理手法に取り
組んでいる。SDARは、非定常な時系列データを、局所的に定常性を仮定して自己回帰モデル（ARモデル）で表
し、過去のデータを徐々に忘れながら新しいデータの性質に適応して統計モデルを更新するアルゴリズムであ
る。つまり、先見情報を必要とせず、リアルタイムで時系列データにおける値の急激な変化を検出できる。も
ともと情報通信分野で開発された方法であり、不正アクセスの検知や侵入検知などに活用されていた
（Takeuchi and Yamanishi, 2006）。 
本報告では、このSDARを用いたリアルタイムイベント検出手法について紹介する。 
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